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水素と電池

水
素
の
持
つ
蓄
電
能
力
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
需
要
の
少
な
い
季
節
や

時
間
帯
に
余
剰
電
力
が
発
生
す
る
太
陽
光

や
風
力
発
電
の
電
気
を
、
水
素
と
し
て
蓄

え
て
有
効
活
用
で
き
る
か
ら
だ
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
固
定
価
格

買
い
取
り
制
度
の
施
行
な
ど
で
全
国
で
発

電
量
は
増
加
し
つ
つ
あ
る
が
、
天
候
の
影

響
を
大
き
く
受
け
る
。
時
間
だ
け
で
な
く

地
域
も
偏
在
す
る
。
し
か
し
、
水
素
が
持

つ
蓄
電
能
力
を
活
用
で
き
れ
ば
、
こ
う
し

た
偏
在
を
解
消
で
き
る
。

　

水
素
の
特
徴
は
、
重
量
（
㌔
㌘
）
当
た

り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
量
（
㍗
時
）
が
大

き
い
こ
と
で
、
次
世
代
の
大
型
蓄
電
池
と

し
て
期
待
が
集
ま
る
Ｎナ

ス
Ａ
Ｓ
電
池
の
２
０

０
〜
３
０
０
倍
程
度
と
さ
れ
る
。さ
ら
に
、

水
素
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
も
ほ
と
ん
ど
な

い
こ
と
か
ら
、
長
期
間
・
大
量
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
貯
蔵
す
る
の
に
適
し
て
い
る
。

　

再
エ
ネ
政
策
で
先
行
す
る
ド
イ
ツ
で

は
、
余
剰
電
力
を
使
わ
ず
に
捨
て
る
捨
電

の
問
題
に
直
面
し
て
お
り
（
２
０
１
２
年

実
績
で
約
３
億
８
５
０
０
万
㌔
㍗
時
）、解

決
に
向
け
て
水
素
に
着
目
し
て
い
る
。
再

エ
ネ
の
余
剰
電
力
で
水
を
電
気
分
解
し
て

水
素
を
製
造
し
、
貯
蔵
、
利
用
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、「
パ
ワ
ー
・
ト
ゥ
ー
・
ガ

ス
」
と
呼
ば
れ
る
。
欧
州
で
は
、
ガ
ス
配

管
網
が
広
域
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水

素
を
直
接
配
管
に
混
入
す
る
こ
と
を
念
頭

に
置
い
て
い
る
。
再
エ
ネ
の
導
入
拡
大
と

Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
の
水
素
製
造
の
両
方
を
実

現
す
る
手
段
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

東
北
、
九
州
で
始
動

　

日
本
で
も
「
パ
ワ
ー
・
ト
ゥ
ー
・
ガ
ス
」

へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
日
本

で
は
、
水
素
を
一
度
、
貯
蔵
・
輸
送
に
適

し
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
キ
ャ
リ
ア
」
に
変
換

し
て
利
用
す
る
貯
蔵
・
輸
送
技
術
が
必
要

と
さ
れ
る
。
マ
イ
ナ
ス
２
５
３
度
の
液
化

水
素
や
、
水
素
を
別
の
物
資
に
変
え
て
常

温
・
常
圧
で
保
存
で
き
る
有
機
ハ
イ
ド
ラ

イ
ド
な
ど
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
キ
ャ
リ
ア
だ

（
図
）。

　

こ
う
し
た
貯
蔵
・
輸
送
技
術
が
組
み
込

ま
れ
た
「
日
本
版
パ
ワ
ー
・
ト
ゥ
ー
・
ガ

ス
」
は
、
国
内
に
偏
在
す
る
再
エ
ネ
資
源

の
活
用
だ
け
で
な
く
、
水
素
の
輸
入
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
。
14
年
６
月
に
政
府
が

公
表
し
た
「
水
素
・
燃
料
電
池
戦
略
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
で
は
、
２
０
４
０
年
ご
ろ
に

再
エ
ネ
な
ど
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
水
素

の
供
給
体
制
を
確
立
す
る
と
し
て
い
る
。

　

す
で
に
、
再
エ
ネ
資
源
に
恵
ま
れ
た
地

域
や
島
し
ょ
を
持
つ
自
治
体
な
ど
で
は
、

地
域
資
源
か
ら
水
素
を
生
産
す
る
こ
と

で
、
地
域
活
性
化
を
図
る
試
み
が
進
む
。

　

風
力
、
地
熱
資
源
に
恵
ま
れ
た
秋
田
県

は
、
14
年
８
月
、
有
機
ハ
イ
ド
ラ
イ
ド
の

技
術
で
先
行
す
る
千
代
田
化
工
建
設
と
、

水
素
社
会
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
に
関

す
る
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。長
崎
県
は
、

椛か
ば
し
ま島
沖
に
お
け
る
洋
上
風
力
発
電
の
余
剰

電
力
を
水
素
に
変
換
・
貯
蔵
し
、
島
内
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
活
用
す
る
実
証
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
鹿
児
島
県
の
硫
黄

島
で
は
、
地
熱
発
電
に
よ
り
水
素
を
製
造

し
、
液
化
水
素
と
し
て
貯
蔵
・
輸
送
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
19

年
の
事
業
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
技
術
的
な
課
題
、
経
済
的

な
課
題
も
あ
る
。
課
題
解
決
に
向
け
て
、

３
月
初
旬
に
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業

技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
が
、

再
エ
ネ
を
利
用
し
た
「
パ
ワ
ー・ト
ゥ
ー・

ガ
ス
」
に
関
す
る
研
究
開
発
を
開
始
す
る

こ
と
を
発
表
。
北
海
道
で
の
実
証
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
全
体
の
研
究
開

発
を
支
援
し
て
い
く
。

「
日
本
版
パ
ワ
ー
・
ト
ゥ
ー
・
ガ
ス
」
の

実
現
に
は
、
再
エ
ネ
資
源
の
活
用
を
目
指

す
地
方
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
カ
ギ
と
な

り
そ
う
だ
。

水
素
蓄
電

“
捨
電
”を
生
か
す
水
素
パ
ワ
ー

地
方
や
島
し
ょ
の
再
エ
ネ
資
源
活
用
平ひ

ら
た田　

裕ゆ
う
こ子

（
大
和
総
研
環
境
調
査
部
研
究
員
）

の
次
は
？

燃
料
電
池
車

液化水素や有機ハイドライドがカギを握る
（「日本版パワー・トゥー・ガス」のイメージ）

（出所）大和総研作成
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